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【論文内容の要旨】 

本論文は，ウェブログ（以下，ブログ）の文体を，計量文体論の観点・手法によって明らかにしようとするも

のである。論文の本体は全７章から成り，その分量はＡ４判 137頁，400字詰め原稿用紙換算約 410枚である。以

下，本論文の構成に従ってその要旨を記す。 

第１章では，方法論となる「計量文体論」についてその研究史・方法論を確認した上で，研究対象とするブロ

グの社会的な性格と，これまでのブログ研究の到達点・課題とを検討し，ブログが，一般の一個人が情報の発信

者となる新しいコミュニケーション手段として発達・定着し，個人から発信される言語情報量が爆発的に増える

という社会現象の一端を担っていること，ブログの文体を明らかにする上では，特に「ウェブ記号」（カッコ付き

文字・フェイスマーク・絵記号）と文との関係に注目する必要があることを述べる。 

第２章では，本論文で用いる調査資料についてその概要を説明し，データを収集したブログサイトの登録者数，

年代，データの収集方法などの詳細を示す。 

第３章では，ウェブ記号について概観し，特に「カッコ付き文字」について分類・整理を行い，その特徴を明

確にする。「カッコ付き文字」には機能面・形式面・表現スタイル面からの分類が可能であることを示し，これら

にもとづいて，ブログの「カッコ付き文字」がケータイメールなど他のメディアで使用される場合とは異なる側

面をもつことを明らかにする。 

第４章では，ブログの文章に見られる「読み手意識表現」に注目し，「公開意識」のアンケート調査で有効回答

とした書き手のブログから大分類４項目・小分類 13 項目の「読み手意識表現」を抽出して，特に「丁寧体」「終

助詞（ヨ・ネ）」「ウェブ記号」などの使用頻度が大きいこと，また，公開に積極的な書き手ほどこれらの「読み

手意識表現」を多用する傾向を見出すことで，書き手の意識と表現とに関連性が認められることを述べる。 

第５章では，ブログの文章の量的構造を品詞・語種・文長・字種の各面において調査し，一般的な書きことば

としての新聞投書と比較することにより，各調査結果のすべてにおいて，ブログの文体が書きことばよりも話し

ことばに近い文体であることを明らかにする。 

第６章では，ブログの文章を構成する文とウェブ記号との関係について，文長（文字数）および品詞構成比を

指標とする調査を行い，ウェブ記号が付加された文の長さは，そうでない文よりも平均しておよそ４字分短いこ



と，また，感動詞・形容動詞・副詞の類が多く，接続詞・名詞・連体詞の類が少ないことを，ｔ検定，ロジット

変換などの統計手法により見出して，書き手の感情を勢いよく述べるための文にはウェブ記号が付加されやすい

ことを明らかにする。 

第７章では，同じく，文とウェブ記号との関係として，文末の終助詞とウェブ記号，および，言いさし文末の

接続助詞とウェブ記号との共起関係について調査し，前者については，終助詞「ナ」が共起しやすく，「カ」は共

起しにくいこと，後者については，「ケド」と「ノデ」が共起しやすいことを，対数尤度比検定などにより明らか

にして，ウェブ記号が文の叙述内容に「感動」の気持ちを付加したり，叙述内容を和らげたりする機能を担って

いることを示す。 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文は，インターネット時代の新たなコミュニケーション手段であるブログが，一般の個人による日記的情

報の公開的発信という独自のコミュニケーション行動をうみだし，そのもとで従来の書きことばとも話しことば

とも異なる新たな「ことば」が創造されつつあるとの認識から，その文体を，科学的文体論を標榜する計量文体

論の観点・方法によって解明しようとしたものである。計量文体論の新たな研究対象を開拓し，大量のデータと

最新の統計手法に基づく実証的な調査研究を実践している点で，本論文は一定の価値を有するが，より本質的な

評価に値するものとして，以下の諸点をあげることができる。 

第一に，ブログの文章の量的構造の調査を行い，ブログの文体が書きことばよりも話しことばに近いこと，特

に，いわゆる「樺島の法則」において空白となっていた「小説地の文」と「談話語」との中間に位置づけられる

ものであることを具体的に示した点である。これは，樺島の法則が名詞と他品詞との関係として示す回帰式の妥

当性を補強する重要な発見である。 

第二に，文章の量的構造を静的に記述するだけでなく，書き手の「読み手を意識した表現」と「公開意識」と

の関係を明らかにして，個人による日記的情報の公開的発信というブログ独自のコミュニケーション・スタイル

の本質に迫っている点である。 

第三に，ブログの文体を構成する重要な要素として特にウェブ記号に注目し，従来のケータイメール研究など

での静的な分類にとどまらず，それらが付加される文と付加されない文との違いを統計的に見出して，ウェブ記

号の使用が文の叙述内容やモダリティ表現とかかわっていることを具体的に明らかにした点である。 

 これらにより，本論文は，ブログという新しいメディアの文体を，一定の説得力をもってとりだすことに成功

していると言える。ただし，そこには，とりわけ本論文が眼目とするウェブ記号と文との関係を中心に，いくつ

かの克服すべき課題も残されている。ウェブ記号がかかわるとされる「文の内容（叙述内容）」の実体が，文長や

品詞構成比といった外形上の指標によるものにとどまって，その意味・機能にかかわる質的な側面においてとら

えられていないこと，文末のモダリティ表現（終助詞・言いさし文末の接続助詞）の意味・機能について，最新

の知見も含めた研究成果の蓄積を十分に踏まえることができていないこと，ウェブ記号を単一の文体素としてま

とめて扱ったために，どのような文にどのようなウェブ記号を付加するか・しないかが，書き手の意識を含めて，

具体的に調査されていないこと，などがそれである。これらの課題は，文とウェブ記号との関係の本質的な把握

のためには，本論文の結論の先になお検討の余地が残されていることを示している。 

とはいえ，本論文が，ブログの計量文体論として，この分野に重要な新知見を加えたことは明らかであり，上

の課題も今後の研究の方向性を示すものではあっても，その価値を損なうものではない。よって，本論文を博士

（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


